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ABSTRACT 　Histochemical 　determinations 　 were 　carried 　 out 　 on 　the　anal 　 g［and 　 of　 adult

Japanese　weasels ＜Mustela　itatsi）．　 The 　anal 　gland　 was 　cempesed 　of　three 　types 　of　glands ：

a 　compound 　tubular 　gland ，　 a 　compound 　tubulo ・alveolar 　gla兀 d　and 　an 　alveolar 　（sebaceous ）

g【and 　on 　the 　basis　of　 their　 histological　 features，　 Acetylcholin　 es しefase 　 activity 　 was 　demon ・

s しrated 　 at　 the　terminal　 portion　of　 the 　compound 　tubular 　 and 　compound 　tubulo ・alveolar

g ［ands ．　The 丘bers　 of 　the 　muscular 　 envelope 　 were 　mainly 　of 　the 　fasし twitch 　glyco】ytic　type ．
The 　alveolar 　gland 　was 　stained 　 strengly 　 w 姓b　 Oil　 red 　 O，　 Sudan　 iV，　 Sudan　Black　 B，　 Victoria
blue　 B 　 and 　 Nile　blue．　The 　 compound 　 tubular 　 and 　compound 　tul〕ulo ・alveolar 　 g］ands 　 were

slighdy 　 or　 moderately 　 stalned 　 with 　 Sudan 　 Black　 B
，
　 V 童c 七〇 ria 　 blue　 B 　 and 　 Nile　 blue，　 but　 not

stained 　with 　 Oil　 red 　 O 　 and 　 Suda 冂 iV，　 The 　 atveolar 　gland 　showed 　 very 　 strong 　 glucose・6・

phosphate 　and 　17β．hydroxysteroid　dehydrogenase 　 activ 三ty ．　The 　 compound 　tubular 　 gland
showed 　 very 　 stropg 　succinate ，　malate 　 and 　 gtuc   se −6・phosphate 　 dehydrogenase 　 activi ヒy ，

　 and

Zhe 　compound 　tubulo ・alveolar 　gland　showed 　s しrong 　succinate ，　malate 　and 】acta しe　dehydrogenase
activity 、　（Zool．　 A4ag．90 ！　15 −20 厂j981 ）

　食 肉動物 の 肛門 の 両側に は，肛 門旁 洞 に あ る
一

対

の 嚢，すな わ ち 肛門腺 が 観察 さ れ る （Hashimoto　 et

al ．，1963； Montagna　 and 　 Parks，1948）。なか で

もイ タ チ や ス カ ン ク の 肛門腺は 発達 し て お り，と く

に 臭気あ る 物質 を 発敵 さ せ る こ とか ら臭腺 と も呼 ば

れ る　〔河野，ユ921）。 肛門腺 の 分泌物は 攻撃 や 防御，

雌 雄閲 の 交 后 な ど種 々 の 役割 を 果た して い る と考 え

られ る が，未だ そ の 機能 に つ い て す べ て が 解 明 され．

た とは い えない 。 イ タ チ や ス カ ノ ク の 肛門腺 の 構造

を調べ た 報告 （田川，1957） に よ れ ば ，イ タ チ の 肛
．
門腺は 管状複合腺 の み ，ス カ ァ ク で は 管状複合腺 と

管状胞状複合腺の 2 種 よ り構成 され る とい わ れ て い

る。肛門腺分泌物 の 意義を解 明す る に は ，そ の 前提

と し て 肛 門腺の 組織学的構築 と腺構造の 特徴 を 明 ら

か に す る こ とが 必要 と 思わ れ る の で 著者 ら も今回，

イ タ チ を 材料 と して 検討 を 試み た の で 報告す る。

15

材料お よび方法

　観察に 用 い た イ タ チ は 石 川県小松市 で 1978年 12月

に 捕獲 し た ホ ン ド イ タ チ 　（Musteta　 itatsi＞雄成獣

5頭 で あ る ． 捕獲後，エ ーテ ル 麻酔下 で 屠殺，皮 を

剥 ぎ，肛 門 腺 の 解 剖 学 的 位 置 関 係 を 観察 した 後，肛

門腺組織 を 採取 し た 。 腺 の 組織学的購築を観察す る

た め の 標 本 は ，組織を ドラ イ ア イ ス ・イ ソ ペ γ タ 7 中

で 急 速 に 凍結 させ ，ク リオ ス タ
ッ トで 10 μm の 連

続切 片 を作 り，Hematoxylin −Eosin　（HE ）法 で 染

色 して 作成 した 。 また 腺 の 組織化学的特徴 を 明 らか

に す る た め ，
Oit　red 　O

，
　Sudan 　Black 　B

，
　Sudan　lV

，

Victoria　 blue　 B ，　 Nile　blue　 lこ よ る 脂 質染 色 お よ び

Acid 　phesphatase 　 （AcPase ，　 Pearse ，　 1968），

Alkaline 　 phosphatase 　（AIPase ，　 Pearse ♪1968），

Phosphorylase 　（Takeuchi 　 and 　Kuriaki
，
1955），

Suceinate 　 dehydrognase 　（SDH ，
　 Nachlas 　 et　at．

，

1957）．Malate　dehydrogenase （MDH ，
　 Barka 　and
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Anderson ，1963），　 Lactate　dehydrogenase 〔LDH ，
Barka 　 and 　Anderson 　1963），

Glucose ・6・phosphate
dehydr 〔｝genase （G・6・PDH ，

　 Barka 　and 　AndersDn ，
1963），Adenosine 　triphoshatase （ATPase ，　Pady ・

kula　and 　Herrnan ，　1955），　17β一Hydroxysteroid

dehydrogenase　（17iS−HSD ，
　 Pearson 　and 　Grose，

1959），　Sしeroid 　3，S−ol−dehydrogenase 　（3β一HSD ，

IN’　attenberg ，1958）♪
Acetylcolinesterase （AchE ，

Karnovsky 　 and 　 Roo ヒs，1964） の 酵素染色 を 施 し

た標本も作成 した 。なお 腺 周 閉 に 分布す る 筋の 線維

型に つ い て は Peter　 et　 al．（1972） の 酵素組織学

的方法 に よ ・
っ て 分類 した。　　　　　　　　　　

鄲

」： 皮 よ りな る ， そ れ ぞ れ の 腺は そ の 周 囲 を 筋線維 を

含む豊富 な結合組織 に ょ っ て 包 ま れ る 。 筋線維 を

Peter　et　 ai ．（1972） の 方法 に 従 っ て 分 類す る と線

維型 の 割 台は Fast −twitch −glycolytic 型が 76．5％ ．

Fast −twitch −oxidative −glyeolytic　 型が　18．2％，

Slow−twitch ・oxidative 型が 5．3％ で Fast−twitch

型 が筋線維 の 大半 を 占め て い る。こ の よ う な筋線維

型 の 購成は 肛 門 腺 の 瞬 発的 な 埴え縮 に 適合 す る もの と

思 わ れ る．ま た ，管状複 合 腺 ，管状胞状 複 合 腺 の 腺

終末部 周 囲 に は 筋上 皮細胞 が存在 し ，
AchE の 強 い

活性を示す くFig．2｝。 こ れ ら の 筋上 皮細胞劇 r〔門

腺 周 囲 の 筋線維 と と もに 分泌 物の 排出に 重要 な 役割

を もつ もの と考 え ら れ る。
結果 お よ び考察

　1、腺 の 組 織学 的 構 築

　肛 門 腺の 横 断 面 を Figs，工一6 に 示 し た⊃こ の 像

か ら 肛門腺 は 組織 学 的 に 管状 複合腺，管状 腺状 複合

腺 お よ び 胞 状腺 （脂 腺） の 3種類 よ り構成 され て い

る 二 とが理 解 され，田 川 （1957） の 報 告 と異 な る が，

管状複台瞭が 屯っ と も発達 して い る 。 管状複合 腺 の

細胞ば 多角形 で あ る が一
般 に 小 型で あ る 。 核 は 扁平

で 胞体の
一

側 に 偏 っ て 存在す る、分泌 顆粒は 比 較的

多い tt 管状胞状複台腺 の 細胞 は 1｝匚方形 で や や 大 きく，

顆粒も豊富 で あ る，核 は 円 形 で 胞 体 の 中 央 に 位置 す

る 。胞状 腺 の 細 胞 は 明 る く胞 状 で あ る。顆 粒 は 少 な

く，網 胞 質 は 均 質に 見 え る 。 核は 円形 あ る い は 楕円

形 で 明 る い
。

　つ ぎに 連 続 切 片
．
の 観察 に よ り，　3種類 の 腺体の 構

築を 図 式 化 して Fig．7 に 示 した。管状複合 腺，管

状 胞 状復 合腺 お よび 胞 状腺の 胞体は い ずれ も葉状構

造 を な し、槽 を 中 心 と して そ の 周 闘 に 分布す る 。 葉

か ら槽 へ 導管が仲 び ，3種類 の 腺か ら分 泌 され た 分

泌物は 槽 で 凝 合 され る。胞 状 腺 の 導 管 は 他 の 腺 に 較

べ て 短 か く，隆 分 泌 の 状 態 で 分 泌 物 が 槽 内 に 排 出 さ

れ る像も見 られ る 、 槽か らは
一

本の 大きな排 出管 か

出て 肝門 の 近 くに 開 口 す る。槽 の 管壁 は
一

層 の 円柱

　2．脂 質染 色

　 脂 質染 色 の 結 果 に つ い て ま とめ て み る と　TabLe

l の 上 段 の よ うに な る。 抱状腺 で は Oil　 red 　 O，
Sudan　IV，　Sudan　Blaek　B，　 Victoria　biue　B，　Nile

blue の 5種 の 染 色 と も中 等 度以上 に 強 く反 応す る。

なお Sudan　Black　 B 染色に っ い て は 写真 3 に 示 し

た。ま た 槽や 排 出 管 の 管壁に は すべ て に 中等 度以上

に 染色 され る 顆粒が k ら れ る Q 管状複台腺 お よ び 管

状胞状複台腺 の 腺細胞は Oil　 red 　 O，　 Sudan　IV に

陰 性 で ．Sudan　 Biack　 B，　 Victoria　 blue　 B，　 Nile

blue に 中 等 度 に 呈 色 した、，ま た こ れ ら 2種 の 腺 か

ら 膳 へ 伸び る 導管 の E皮 に お い て は 弱 く染 色 され る 。

以 上 の こ と か ら、管状腹 含 腺，管状胞 状複 合 腺 の 腺

細 胞の 分 泌 顆鞠 こ お い て は 類 脂 肪 が主 体で あ ろ う と

考 え られ る。

　3．酵素染色

　酵素染色の 結果 を ま とめ て み る と　Table　 1 の 下

段 の よ うに な る。SDH ，　 G −6・PDH ，17β・HSD の 像

に っ い て は F正gs ．4 ， 5，6 に 示 した。活 性 が 強

く観察され．る 細 胞 ほ ど機能が 亢進 して い る と考え ら

れ る が，SDH は 管状復合腺 お よ び 管状 胞 状複 合 腺 の

Figs，1−6．　Photomicrographs　 of 　the 　anal 　gland　tissues 　 of 　fi・fusteta　itatsi．
Fig．1，　 Histo］ogicai 　 features　of 　anal 　 gland 　tissue 　stained 　with 　hematoxylin・eosin ，　 AG ，　alveolar

　　gland ； CTAG ，　 compound 　tubulo ・alveolar 　 gland ；CTG ，　compound 　tubular　 g！and ．　（x3  ）

Fig．2．　 Histochemical 　 evidence 　for　 acetyicho 【inesヒerase 　 activit ｝
・
； しhe　 staining 　 was 　restricted 　tc匡

　　 the 　terminal 　portion　of　the 　compound 　 tubular 　 and 　compound 　tubulo−alveolar 　 glands　 （× 160）
Fig，3，　 Histochemica ［staining 　 by　 Sudan 　 Black　 B ．　（× 160）
Fig ．4，　 Histeche ［nical 　 evidence 　for　 succinate 　dehydrogenase　activity ．　（x30 ）

Fig．5．　 Histochemical　 evidence 　for　glucDse．6．phosphate 　 dehydrogenase 　activity ．　〈x30 ）

Fig，6、　Hisこochemical 　 e、
・idence　for　 17β・hydroxysteroid 　dehydrogenase　 ac しivity，　（x30 ）
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腺細胞 に 強 く， 胞状腺 で は 弱 く呈色す る 。 また 槽上

皮 お よ び 排出管 で は 陰性 で あ る 。 LDH は 胞状腺 で

中等度 ，管状複合腺 で 弱 く，管状胞状複合腺 で 強 い 。

MDH は 胞状腺 で 弱 く，管状複合腺，管状胞状複 合

腺で強 い 。 phosphorylase は 3種 の 腺 と も陰 性 で あ

る が ， 管状複合 腺 の 導管に 強 く呈 色す る。G −6・PDH

は 胞状腺 で と くに 強 く，管状復 合 腺 で 強 く，管状胞

状複合腺 で 中等度に 染 っ て 観察され た 。　17β・HSD ．．

N 工工
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A

CT

CTAG

Fig．7．．Diagrarn　 of　 the 　 distribution　of 　the 　compound 　tubular ，　 compound 　tubulo −alveolar

　　and 　 alveolar 　〔sebaceous ）glands 　in　the 　 anal 　gland　of　 ild
［
ustel 己 itatsi．　Four 　pordDns 　o藍

　　the 　giand 　have　been　cut 　away 　to　 show 　 thc 　しissues　 of 　 each 　 gland　 and 　the 　 excretory

　　duct．　CTG ，　 cornpound 　 tubuiar　 g］and ； CTAG ，　 compouod 　しubulo ・ah ’eQlar 　 gland ： AG ，

　，　alveolar 　写lar】〔i； CC ，　centraL 　cistern ；　CT ，⊂ 011ec 亡ing　tubule ； £ D，　excretory 　duct ；　lIC，
　　muscular 　 coat ，　 AT ，　 adipbse 　tissue ，

3、5・HSI） ；よ駄包：炭腺 て 強 く反 tE、　L 六二＝　爵 ン ネ ヴ）鬼 q泉；こ

お い て も而 酵素 が 観 察 き．れ て い る　 （Albone 　 and

FIOod ，1976）
「
が，ス テ 卩 イ ドが 哺 乳 1勃物 の フ 亠ロ

モ ン の
一

種 で あ る と の 報告　（Kloek ．ユ961） もあ り，
イ タ チ の 肛 門腺 で も覲察 され た こ と は 興 味 深 い

。

AIPase は 管状複 自
一
腺，管 状 胞 状 複 台 腺て 中 等 箋，

1抱状腺て 弱 く染 ま り，AcPase は 3縫 の 線 と も弱 い

活性 を 示 し た。な お 腺細 抱 と導管上 皮 の 活 性 を較 べ

る とお お むね 腺細 胞 に 強 く活 卜tが 為 られ る 、 嫉 上 の

よ う に 腺溝造 が 酵素組織学的 に も 3 種 に 分 か れ，ま

N 工工
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Tab ユe　l．　Histochemical　 reactions 　of 　the 　anal 　gland ．

lntensity　〔｝f　reaction

CTG CTAG AG

GB

Oil　 red 　 O

Sudan 　［V

Sudan　 Black 　B
Victoria　 blue　 B

Nile　blue

Succinate　dehydrogenase

Malate 　dehydrogenase

Lactate 　 dehydrogenase

Glycogen 　phosphory 】ase

G ］ueose −6・phosphate
　dehydrogerlase

Steroid　 3・ol　dehydrogenase
17β・hydroxysteroid
　dehydrogenase
Alkaline　phosphatase

Acid　 phosphatase

」Kcetylcolinesterase

Adenosine 　 triphospha ヒase

CT

十 一．　 　 十 一

十 　 　 　 　 十
一

十 　 　　 　十
一

÷ 一十 　 十

一
→
一・｝・　 十 十

十 一　 　 十 十

↓
÷

十
一

十

十ノ
一

十

十 十

十

十
一

十
一

十
一

GB CT GB CT
CC

十 十 十　 十 十

十 十 十 　 十 十

十 十 十 　 十 十

十 　 　 　 　 十

十 十 　 　 　十

十 一　 　 十 一

＋ 一　 　 十 一

十 　 　 　 　十

ED

十 一　 　 　十 一

十 　 　 　 　十
一

十 　 　 　 　 十
一

十 十 　 　 十

十 十 　 　 十

十 十 　 　 　十

十

十
一

十

一

＋

　

ノ

十

一

十

十

　

一
斗

十

十
一

十 十 十 　 十 十

十

十 十

一

一
斗

十

十

一

一
十

十

十

十　 　 　 　十

十　 　 　 　十

十 十 　 　 十

十　 　 　 　十

＋ 〆＋ 一 ＋

十
一

　 　 十
一

十
一

十

一
十

÷

十

十

CTG ，　 compound 　tubular 　g 】and ； C
「
1
−
AG ，　 compound 　tubulo ・alveolar 　giand ； AG ，　 alveolar 　gland ；

GB ，　 g】andular 　 body ； CT ，　 coHectSng 　 tubule ； CC，　 central 　 cis 亡ern ； ED 、　 excretory 　duct．　】ntensitv

of 　 reaction ：
一，negative ； 十

一，slight ； 十，moderate ； 十 十 ，strong ； 十 十 十 ，
very 　strong ； 十 ／十

一

and 　
一ノT ，　 varyir 】g 　 activity ，

た 胞状腺 に は 入 テ 卩 イ ド脱 水 素酵素 が 覦察 され た こ

とは 肛 門 腺 の 多様 な 役 割 を示 唆 し て い る 。
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